
 

志を立てる、ということ 
 新しい年が明けました。今年もよろしくお願いいたします。 
  

 12月の終業式で「1年の計は元旦にあり」と話をしま

した。覚えていますか。「1年」はわかりますね。｢計｣と

は「計画」という意味です。「元旦」とはがんたん、と読

みます。元日（がんじつ）は 1月 1日のことですが、元

旦（がんたん）とは、その 1月 1日の朝のことです。 

 つまり「1年の計は元旦にあり」とは、「1年の計画を

するには、1年の初めの日の朝が大切ですよ」と言って

いるのです。 

 新年を迎えた朝、新しい気持ちになった人も多いと思います。自分を変えようと思う

きっかけは自分で見つけないといけませんが、新しい年を迎えた時は誰にとってもその

よい機会であると思います。今日は、今年最初に登校した日です。元旦に計画が立たず

に決意ができなかった人は、今日でも良いと思います。何か目標を立てましょう。 
 

 いま「目標」と書きましたが､目標を立てるためには「目的」があった方が良いです。 

○○するために＊＊まで頑張ろう。○○が目的で、＊＊が目標です。 

目的がないままに目標を立ててもなかなか頑張ることはできませんよね。 

さらに言えば、目的を決めるためには「志（こころざし）」があった方が良いです。 

なぜその目的を立てるのか。自分の最終的に目指すところはどこにあるのか。 

夢、と言っても良いかもしれませんが、世の中をこんな風に変えたい、自分は大人にな

ってこんな風に世の中と関わっていきたい等々。夢よりももっと強い意志を持ったもの

が志です。夢は描くもの、志は貫くもの、という言い方もあります。 
 

ソフトバンクの孫会長は次のようなことを言っておられます。 
 

夢と志は違います。 

夢は漠然とした個人の願望であり、志は個々人の願望を超えて多くの人々の夢を 

叶えようとする気概です。 

夢はこころよい願望だが、志は厳しい未来への挑戦です。 

夢を持つなんて程度で終わらずに志を高く持たないといけない。 
 

やる気スイッチが入れば頑張れる人、などとよく言われますが、いったん入れたら 

最も切れないスイッチとは、志ではないでしょうか。 

 

今すぐに見からない人は、それを見つけに行く 1年にして欲しいと思います。 
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３年生は進路の本番。感染に注意しよう！ 
 3年生にとってはこれから具体的な「目標」に向かって大切な時期です。 

今はこれまで以上に新型コロナウイルスが流行しており、昨日は首都圏に緊急事態

宣言が出され、大阪府も政府に要請している、というニュースが入ってきました。 

昨年のようにすぐには全校臨時休業にはならないようです。しかし、濃厚接触者と

して特定されると PCR検査の結果が陰性であっても２週間の出席停止となります。ク

ラス内で数人の濃厚接触者が出れば 2週間学級閉鎖になる可能性はあります。入試の

時にそれが起こらないようにと願わずにはおられません。 
 

今は家庭内感染が多いですが、最近は「ご家族が体調不良の場合にも登校を見合わ

せる」ということが徹底されています。そのため、市内のいくつかの学校で子どもの

感染は起こりましたが、校内でのクラスターは皆無であり、濃厚接触者も０人となる

ことがほとんどです。家族が風邪症状の場合にも、欠席ではなく出席停止扱いとなり

ます。今後ともご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 
 

繰り返しになりますが、感染予防のために私たちができることを再度確認します。 

（１） マスクの着用 

マスクは、感染予防に大きな効果があることがわかっています。感染した人と感染

していない人の両方がマスクを着用していれば、同じ教室にいてもほぼ濃厚接触者に

ならないとのことです。（ただし細かい条件にもよるようです） 

（２） こまめな手洗い 

 石けんはウイルスの膜を壊して感染力を失わせます。出かけたあと、何かに触った

あと、こまめに手を洗って手についたウイルスを流しましょう。ウイルスのついたま

まの手で目などを触れば感染してしまいます。 

（３） ３密（密閉、密集、密接）を避ける 

 寒い季節ですが、時々は換気して空気の流れを作りましょう。教室でも２方向の窓

を 20cm空けて新鮮な空気がウイルスを外に押し流すようにします。また人が密集し

ている場所、時間帯を避け、人との距離に気をつけましょう。 

 

思いやりを目に見える形に 
昨年は十三中生の優しさを実感しました。引き続き、次のような学校であって欲し

いと願っています。これだけ流行していますので、誰にでも感染する可能性はある

のですから…。 
 
（１）誰がかかったのか、を犯人捜しのように暴きたてるようなことはやめよう。 

   誰であっても十三中の仲間です。早い回復を願いましょう。 

（２）感染した人を非難したり中傷したりしないようにしよう。 

   よほど注意をしていても感染してしまいます。その人に責任はありません。 

（３）病気が治って学校に戻った人を温かく迎え入れてあげてください。 

   風邪が治って教室に戻ることと全く同じことです。温かい声かけを！ 




